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犬山市フューチャーセッション 2022～ ＞＞＞「想像の未来」から「創造する未来」へ。犬山を舞台に何かを

やってみたいと集まったメンバーが、自由に語り合い、対話から新たな価値を生み出す「創造的な語り場」です。これ

から一歩を踏み出す人も、既に踏み出している人も、新たな出会いを通じて自分と犬山の未来へと繋いでいきましょう。
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自己紹介&グループ分け

グループに分かれて、一人ひとりの心の内にある「これがやりたい」を言葉にしていくことで、自分
が望む思いに気づいていきました。語り合いながら、その思いに火が灯っていくような時間に…。

協働プラザスタッフより、
11月セッションの振り返り
を行い、企画進行をサポー
トする「いぬクラ」メン
バーを紹介しました。

身体をほぐしながら自己紹介をした後、グ
ループ決めには美味しい飴が登場！「どの
味を選んだ？」と聞き合いながら、同じ味
の飴を選んだ人同士でグループを作りまし
た。

12月vol.6のFS＠犬山は、前回に続
き、栗栖地区にある「夢発心～アウ
トドアフィールド～」を会場に、新
規参加者1名を含めた8名でセッショ
ンを行いました。焚火を囲んでいる
と、不思議と人の心が和らいでいく
ようで、自分の「もし〇〇をやって
みるなら…」を掘り下げて、実現す
るならどうしてみたいかをじっくり
語り合いました。

●自分たちの畑で育てたもので
芋煮会などをやりたい。大勢
で集まって、「あいつどこいっ
た？」「帰ったよ」みたいな、気
づかないうちに帰ってしまう
くらいのゆるい雰囲気で交流
を深めたい。

●もし自由に仕事ができたら、何
にもとらわれず、やりがいなど
を見つけて、自分でやってみた
い。
●食べ物以外で、何か犬山の名
産をつくりたい。

●火や山などの自然をキーワー
ドに、人が無理なく集って、み
んなで楽しみながら何かを
やっていく場を作っていける
と楽しいし、子どもにもそうい
う場があるといい。
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セッション後半 テーマ

結果の共有
メインの焚火に戻り、セッション前後半で話したことを一人ひとりシートに書き出しました。
セッションでどんな自分の思いに気づいたのか、全体で共有しました。

実現したいことへの思いを深掘りしてみよう

協働プラザでは、皆さんが見つけた「思い」
を、次の一歩につなぐサポートを行っていき
ます。FS＠犬山最終回では活動体験談を語り
合い未来を描いていきます。お楽しみに！

後半セッションでは、自分が望む「こ
うしたい」の思いを深掘りしていきま
した。グループで語り合う中で、自分
はなぜそれを望むのか、それを実現す
ることは、自分にとってどういうこと
なのか、ゆっくりと考える時間になり
ました。

■ もし秀才なら面倒くさい
ことはしたくない

一言で言うと楽をしたい。それは
自分のためだけど、案外回りま
わって人のためになったりする。
楽をしたいからといって何もし
ないのではなくて、楽をするため
の努力はする。面倒くさいことは
早く終わらせる。これは自分が仕
事をしている時に考えているこ
とに近い。

■ 犬山に住んでほしい
いろいろな立場の人の話や、犬山に
住んでいる人・住んでいない人の話
を聞いて、改めて犬山に居たいと
思った。犬山に住んでもらうには、を
これから考えたい。

■ 大勢集まれる場所
小さな子から100歳くらいま
で大勢で集まって、わいわい
できる、ゆっくりゆったり、ゆ
るい感じの会ができたら、す
ごく楽しそう。自分にできる
ことをやって、できないこと
は他の人がやるような、そう
いう交流が目に見える形であ
るといいと思う。

■ ゆるく自由度の高いつながり
作られた場は、いくら相手のことを
思っていても参加者にはちょっと押
しつけがましかったり、喜ばないとい
けないという感覚が出たり。いつ・誰
が来てもいいし、帰ってもいい。そこ
から興味を持ったりして、それを持
ち帰って、今度こんなことをやって
みようと思えたら。野菜を育てたり
持ってきたり、食べて歌って語った
りできると、楽しいし美味しいしうれ
しいと思った。

■ 地域の「ゆるく集まれる場」
赤ちゃんを抱っこしたりおむつ
を替えたい、という思いがある
ので、それをさせてくれて、「か
わいいね、かわいいね」と言わせ
てくれるお母さんと出会いたい。

■ 犬山ブランドをつくりたい
縁があって城下町に店舗を出し
たが、対話の中で皆さんが「犬山
が好きだ」と言っていて、名古屋
に住んでいる身からすると、す
ごくうらやましいなと感じた。犬
山には桃があったり、星空もき
れいで、食べ物も水も豊かだと
思う。新しい犬山ブランド、名産
ができたら面白いと強く感じた。

■ 自由に火を楽しめる場を
森の中で火を囲むと、心がほぐれてコ
ミュニケーションが深まり、いつもは
しないような話もできたりする。火を
ゆっくり眺めて癒される。大人がもっ
と自由に火を楽しめる場をつくりた
いと思った。また、参加してみて、多様
性を考える場はあるが、それを実践し
てみよう、生活に入れてやってみよう、
という場はなかなかないので、実際に
やれる場があったらいいと思った。

■ みんなが楽しめる
「ゆるい場」

キーワードは「楽しむ」ことか
なと思った。火を見て楽しい
人、空を見て楽しい人、芋を
食べて楽しい人もいて、みん
なそれぞれが自由に楽しめる
ような、そんな場がゆるくで
きたらいい。チームで火をぼ
～っと見ながら、ゆるい雰囲
気で話していたのでとても楽
しかった。

サツマイモの差し入れを頂き、
夢発心さんのご厚意で焼芋に！


